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「海
うみ

近
ちか

旅館」

柏井壽
ひさし

 著
（小学館）

　実家の古びた旅館を手伝
う美咲だが、評判はいまい
ち。それでも懸命に切り盛
りするうちに、不思議な出
会いが訪れるようになる。

「水曜日の手紙」

森沢明夫 著
（ＫＡＤＯＫＡＷＡ）

　水曜日の出来事を記して
送ると、見知らぬ誰かから
手紙が届く「水曜郵便局」。
不思議な手紙のやり取りが
小さな奇蹟を起こします。

幼児向きの絵本の読み聞かせ
日時／２月14日（木）
　　　午後４時30分〜５時
場所／市民会館

おはなしの時間

◦人工知能	 （中島秀之）
◦古墳の被葬者を推理する
	 （白石太一郎）
◦働く女子と罪悪感	 （浜田敬子）
◦ナチュラリスト	 （福岡伸一）
◦動物園巡礼	 （木下直之）
◦ばぁばの100年レシピ	（鈴木登紀子）
◦空をゆく巨人	 （川内有緒）
◦天下普請	 （稲葉稔）
◦それでも空は青い	 （荻原浩）
◦有村家のその日まで	（尾㟢英子）
◦トッピング	 （川上健一）
◦星の降る家のローレン	（北川恵海）
◦介護士Ｋ	 （久坂部羊）

◦雨上がり月霞む夜	 （西條奈加）
◦正しい愛と理想の息子	（寺地はるな）
◦ばけばけ	 （那須正幹）
◦羅針盤は壊れても	 （西村賢太）
◦常設展示室	 （原田マハ）
◦はんぷくするもの	 （日上秀之）
◦柳は萌ゆる	 （平谷美樹）
◦かけらのかたち	 （深沢潮）
◦海とジイ	 （藤岡陽子）
◦燃えよ、あんず	 （藤谷治）
◦されど私の可愛い檸

れ

檬
もん

	（舞城王太郎）
◦芙

ふ

蓉
よう

の干
た

城
て

	 （松井今朝子）
◦熱帯	 （森見登美彦）
◦がんに生きる	 （なかにし礼）
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返
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あ
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